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	スライド 17: ■第１回部会　 　日　時：令和５年６月２日（金）１7時～１9時 　テーマ：「地域とのかけはし支援」 　場　所：都筑区役所６階大会議室  ⇒皆様の事業所が日頃どの様な取り組みをされている 　のかを共有し、地域との「つながり」づくりの大切 　さを一緒に考えて行きたいと思います。 
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